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　Stigma−like　arld 　style −like　tissues　of 　Ci’ocus 　sati りlls　were 　derived「rom 　 various 　parオs　of 　its　flower
lフuds 　by　cuituring 　thcm 　on 　Ijnsmaier・SkQog　or　Gamborg 　B5　medium ．　 The　most 　suitable 　part
for　the　diffc｝rentiation 　was 　foulld　to　be　between　the　peta 弖 and 　the　ov ε巳ry ．　 Chen 玉重cal 　 anaiysis

revealed 　the 　prじ scnce 　of 　both　crocin 　and 　picrocrouin　in　these　tissues．
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　前ee1） に つ づ き，
ア ヤ メ 科 サ フ ラ ン の 薬用 部位で ある柱頭部を 誘導す る た め の よ り有効な 部位を検討す るた め，開

花 期 前 の 花 芽 の 部 分 を 花 弁，雌 ず い ，雄 ず い な どに 12分割 L て ，
こ お、ら の 分化能力を み た ．前回 は 柱頭部 の 三 叉 下 部

よ り誘導に 成功 した が ， それ以外 に もよ り誘導可能な部位カミ見付か っ た の で 報告す る，

材料および屶法

il：1
¶・．1． 材 　料

　　国立衛生試験所和歌 山薬用 植物栽培試験場 よ り分与 された サ フ ラ ン の 球根を 使用 し た．

　　2． 切片 の 調整

二
．
一
’1．「．閉花前の 花茎を球根 よ り切 り取 り，0．1％

．
オ ス バ ソ 水溶液で 5分 1

．
昌］， 1％ ピ ュ

ーラ ッ ク ス 水 溶液で 5分間 ， さ らに

　70％ EtOH 液 で 2 〜 3秒間 滅菌した の ち，滅菌水 で 3回 洗浄 し た ，滅菌 シ ャ
ー

レ 上 で 花茎 よ り無菌的に つ ぼ み を 取

　 り出 し Fig．1 に 示 し た よ うに a〜r の 部分 に 切断 し 植え付け切片 と し た ．

　　3． 培地 の 調 整

　　基本培地 は Linsmaier −Skoog （LS ）培 地，お よ び Gamborg −B5 （B5）培 地 を用 い た．　 LS 培 地 1・U ・M　sucrose 　3％，

　gelangum 　O・2％ を，　 B　5培地 に は sucrose 　2％，　 gelangum 　O．2％ を 添加 した，植物 ホ ル モ ソ （NAA ，　 BAP ） を 添

　加 し た 後 0・　IN　KOH お よ び 0．1NHCI で pH を 5．7〜5．8 に 調整 した ．培地 を 加温溶解し，50　ml シ ャ
ーレ （9

　 × 4cm ）に 分注後 オ ート ク レ ー一ブ 中 （120℃ ，工．2kg ／cm2 ） 15分間滅菌 した．

　　4． 培養条件

　　培養 は 本学医学部附属薬 用 植物園内無菌室 で ，温度 は 25 ±2℃ ，暗黒下 で 行 い ，継代 は 約 2 ヵ 月お きに 行 っ た．

　　a〜r の 各部位 を α一naphthaleneacetic 　acid （NAA ）10−6　M 〜5 × 10−5　M ，6・benzylaminopurinc （BAP ） 10−6　M 〜

　3xIO −5　M 添加，　 LS 培地お よび B5 培地 で 培養した．培地 に は BAP と NAA の 濃度に 対応 し て 次 の よ うに ナ ン

　 パ リ ソ グ （No ．） した ．　 BAP −NAA ： 10−6〜10−6　M （No ．13）， 10−6〜10−5　M （No ．　14）， 10−6〜5 × 10−5　M （No ，15），

　 10−5〜10−6M （No ．］8），　 IO−5・− 10−5　M （No ．19）， 10−5〜5 × 10−5　M （No ．20），3 × 10−s−−IO−6　M （No ．23），3 × 工0−5

　〜10『5M （No ．24），3xlO ’s−−5 × 10−5　M （No ，　25）
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a ．柱頭上部，b ．柱頭中部，
　 c ．柱頭下部，　 d ．柱頭 ・

花柱， e ．花柱上 部，　 f．花 柱 中部， 9 ．花柱下部，
　 h ．

子房上 部， i，子房
一
ド部，　 j．胚珠，　 k ．子房の 下 ， 1 ．

や く上 部， m ．や く下部，　 n ．花糸 ，　 o ．花弁 か ら子房
へ 続 く部分 の 上 部， P ．花弁か ら于房へ 続 く部分 の 中部 ，

q ．花弁か ら子房へ 続 く部分 の 下 部， r ．花弁

Fig．1．　 Cultured　Parts　of 　F］ower 　Bud 　Expiants

Fig．2．　 A　5−moIlth −old 　 Culture　Developing

　　　 Yellowish　Stigma−like　 Structures（q
　　　 part三n 　Fjg．　D

Fig．3．　The　Stigma −like　Tissues　 Transffered　to ！，S
　　　 Medjum 　Containing　10LTMBAP 　and 　10−7　M

　　　 NAA 　from　the　MeClium　Centaining　3　×　10mS

　　　 MBAP 　and 　5xlO −5MNAA
（q　part　ill　Fig．

　　　 1）

結果な らびに考察

　培養 5 〜6週「鵲後す べ て の 培地 で カ ル ス が 成長 し ， そ の 表面か ら白〜黄色 の 小 さ な柱 頭 様 組織 が 形成 さ れ，培養 2
〜 3 ヵ 月 後・LS 培地 で は No ・19

，
20

，
24，25 で ，　 B　5 培地 で は No ．　14

，
15，19，20 で 黄色〜磴色 の 柱頭様組織

と な っ た．部位別 で は q ，p ，　o ，　h，　d，　e，　g，　f の 順 に 形成率が よ く培養 5 ヵ 月後で の 柱頭 の 長 さ は q，　p，　o で 2〜5　mm

前後 で あ っ た （Fig．　2 参照）．本数 は 良好 な 培地 で 100〜150本 で あ っ た ．こ の 柱頭様組織 の
一

部は 天 然 産の サ フ ラ ン

と同等な 色 合い お よび 長 さを有す る もの とな っ た．しか しな が ら， 継代を続け る うち に し だい に 柱頭様組織が 形 成 さ

れ に くくな り，か つ 色素も比較的薄くな っ て きた ．その た め ，よ り長 い ，よ り色 の 濃 い 柱 頭 様組織 の 形成 を 促す 目的

で 培養条件 を 検討 し た．そ の 結 果 ，ホ ル モ ソ 濃度 の 高い 培地 で 形成 され た 小柱頭様組織を， ホ ル モ ン 濃度 の 低い LS

培地あ る い は B5 培地 に 移 植す る と ， 15〜20　mm の 長 さ の 磴 色〜赤色 の 花柱組織 を 有す る 柱頭様組織 （長 さ，形態
か らして 花柱組織を 有す る と思 わ れ る が 内部形態的に 観察 して い な い た め 明言で きない ，以後柱頭様組織と呼ぶ）と

な っ た （Fig．3 参照）．こ れ ま で の と こ ろ い ち ば ん 効 率 よ く，長 くそ して 色素 の 濃い 柱頭 様組織を 形成 さ せ る 条件 は ，

まず小柱頭様組織 の 形成率 の 高い q，p，　o の 切片 を 培養 し，次に NAA −BAP ； 10−7　M −10−7　M ，　 IAA −BAP ； 10−7　M −

10−7　M を 添加 し た LS 培地 あ る い は B5 培地 に 移植す る 方法 で あ る．また こ こ で 形成 された 柱頭様組織 の 先端部を

収穫 し，まだ 十分色 素 の つ い て い な い 中間部，あ るい は 無色 な基部を LS あ るい は B5 培地 の 高柱頭様組織形成培

地 に 移植 す る と中間 部 や基部か ら多数 の 柱頭様組織が発生 し た．

　以 上 よ り， 形成 され た柱頭様組織を ，
ホ ル モ ソ 濃度の 低い 培地 に 移 し て 伸長 させ る と と もに 色素 を 形成 さ せ ， そ の

媛先端 の 色素 の つ い た 柱頭 を 収穫 し ， 中間部あ る い は 基部 を移植 して 再 び 柱 頭 様組織を 形成 させ る とい うサ イ ク ル を

行え ば サ フ ラ ン 柱頭様組織 の 大量増殖 が 可能 とな る と考え られ る．

　ま た 色素生産 に つ い て は 前報
D

と同 様，TLC ，　HPLC に て crocin
，
　 picrocrocin の 生 成 を確認 した， こ の 他含有
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　　　　成分の 様柑 は よ く類似して い た，
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